
河崎南防災会
新役員の小さな一歩、体験談！



自治会の役員

世代交代で
一新！

■ 新役員の総務 副部長
   ↓
  なんと

防災会会長に

☑ � 自治会長も新任！

☑ � 執行部

☑ � ６０代＋３０代の
親子世代でスタート。



初めての役員

何をすれば
いいの？

総務部・・・
内容はボヤっと。
    ↓
防災会・・・

役目がハッキリ！



情報伝達訓練
コロナ禍もあり６年ぶり



昔のデータを調べる 

緊急連絡網アリ 

固定電話から携帯へ 

→実施計画を発見！ 

→電話番号の確認！ 

→より繋がりやすく！ 



災害時を想定した
情報伝達訓練

想定：初夏の休日、大きめの地震発生
朝８：００ 防災放送を使って、災害発生を通知

５分後 →   防災本部を公民館に設置



各班ごとに時間計測 
→実際、走ることに！ 

偶然重なったことで 
→現実味を帯びドキドキ

声をかけ合ったことで 
→連帯感がマシマシに！



［日時：令和４年７月３日(日)　８時05分より］

未確認世帯 家屋被害数 情報伝達

(留守宅含む) (状　況) 所要時間

１　班17  17  8:05 8:45 0:40
２班Ａ 13  13  8:05 8:53 0:48
２班Ｂ 11  11  8:05 8:34 0:29
３　班14  13  1  8:05 8:54 0:49
４　班17  16  1  8:05 8:37 0:32
５　班14  13  1  8:05 8:24 0:19
６　班10  10  8:05 8:35 0:30
７　班16  11  5  8:05 8:36 0:31
８　班17  17  8:05 8:43 0:38
９　班20  20  8:05 8:52 0:47
１０班17  14  3  8:05 8:44 0:39

計 166  155  11  0  平均伝達所要時間

0:36:33

世帯数 確認済世帯 連絡時刻 報告時刻

第６回　河崎南防災会 情報伝達訓練

訓　練　記　録





 電気がないと
携帯あっても…

発電機、

初めて使うわ！



リアルなところ

実際に避難する

とは？

支え愛マップ
with

米子市社会福祉協議会 



支え愛マップ実践事例報告
 
資料① 宇田川地区 中西尾自治会
資料② 県地区 緑ヶ丘自治会



支え愛マップ作り

スタート！



要支援者の定義って？

→80歳以上？障害は？

マッチングはどうやって？ 
→役員が聞き取りして決める？

そもそも支援者はダレ？
→アンケートで広く募る？



自助ボランティア
グループを作る

マッチングしないのも一つの方法
By. 米子市社会福祉協議会＆防災士さんのコンサル結果



河崎南防災会

趣旨

河崎南防災会ではこ の度、 災害時に要支援者の避難や困り 事に対し て手助

けし ていただける方を募集いたし ます。 米子市では、 防災マッ プ（ 支え愛
マッ プ） を元に要支援者の支援をする方のマッ チンク が゙推奨さ れています。

河崎南自治会は消防団を持っ ており ません。 参加者の負担が少ない範囲で

「 備えあれば憂いなし 」 の安心な自治体を一緒に作り ませんか？
有志で手を挙けてく ださ る方々、 集まルンジャ ー‼

防災ボランティア
メンバー募集︕

since 2023
【 対象者 】

☑責任感のある成⼈
☑（ 毎⽇ではないけど）
平⽇の昼間に
ご在宅の⽅

【 活動内容 】

年に数回、
防災マッフを囲み
⽀援⽅法を検討

防災避難訓練の時に出動

チラシを作り、
回覧で
呼びかけ…

名
も志願者が！



自治会役員！

やってみて

良かった事

①自治会の仕事って大変！

■今まではやってもらっていたんだな

■感謝の気持ちを持つことができた

②住民の不安って漠然！

■何が不安なのかと具体化できた

■ニーズを知ることができた

③どうやって不安を解消するか？

■方法を探る仲間を作ることができた

■解消できなくても軽減すること！



女性の立場で
参加した防災

①消防団会議に参加して

■男性だけの集会に道場破りの気持ち

■女性消防団があることを知る

②子育て中だからこそ！

■会議の日時を決めさせてもらえた

■子ども会の保護者と連携しやすい

③実家の地域に戻る利点

■ふるさと、勝手知ったる立地

■女性が災害・避難時に背負うもの

女性の視点で
見た防災



毎年恒例
とんどさん



子ども消防団
ごっこ

ならんで、
ならんでー！



さいごに
これからの
防災活動を
考えて

①共助減災という考え方
■防災＝起こらないようにする

■自助  →  共助  →  公助

②意識の高い１８歳の成人たち
■地域医療に貢献したい

■高齢化社会で役に立ちたい

③地域で育てた人材の力
■どう発揮してもらうかが鍵

■自治会にエネルギーを出せるのは

  ♡そこに愛着があるから♡

■地元愛を育てる「祭り」などの継続


